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【昨日の市況概要】 公示仲値 106.89

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 106.92 1.0821 115.68 1.2231 0.6454
SYD-NY High 107.37 1.0823 115.93 1.2241 0.6470
SYD-NY Low 106.78 1.0775 115.34 1.2166 0.6404
NY 5:00 PM 107.23 1.0805 115.88 1.2233 0.6465

NY DOW 23,625.34 377.37 日本2年債 -0.170 0.00bp          
NASDAQ 8,943.72 80.55 日本10年債 -0.010 ▲1.00bp       

S&P 2,852.50 32.50 米国2年債 0.1480 ▲1.59bp       
日経平均 19,914.78 ▲ 352.27 米国5年債 0.2996 ▲1.91bp       
TOPIX 1,446.55 ▲ 28.14 米国10年債 0.6161 ▲3.72bp       

ｼｶｺﾞ日経先物 20,170.00 ▲ 20.00 独10年債 -0.5440 ▲1.25bp       
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 5,741.54 ▲ 162.51 英10年債 0.2040 ▲0.20bp       

DAX 10,337.02 ▲ 205.64 豪10年債 0.9170 ▲4.20bp       
ﾊﾝｾﾝ指数 23,829.74 ▲ 350.56 USDJPY 1M Vol 6.75 ▲0.13%
上海総合 2,870.34 ▲ 27.71 USDJPY 3M Vol 7.42 ▲0.04% 　

NY金 1,722.80 6.40 USDJPY 6M Vol 7.98 0.01%
WTI 26.15 0.47 USDJPY 1M 25RR -1.30 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 123.12 2.50 EURJPY 3M Vol 8.98 0.00%
ドルインデックス 100.47 0.22 EURJPY 6M Vol 9.50 ▲0.00%

【マーケット・インプレッション】 新型コロナウイルスと新興国通貨

　

■今週のドル/円　見通し

担当：高根・上地 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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WHOがｺﾛﾅｳｲﾙｽが消滅しない可能性について言及し、海外市場のﾄﾞﾙ円はﾘｽｸ回避の円買いが強まり106.78まで下落す
るが、ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が中国に対する失望や、強いﾄﾞﾙの支持をすると発言したことからﾄﾞﾄﾞﾙ買いが強まり、107.10まで戻し、
107.07ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米新規失業保険申請件数が予想を上回ったものの、ﾄﾞﾙ円の反応は限定的となるが、米
景気に対する懸念から株式市場が続落して寄り付く展開に、ﾄﾞﾙ円は106.86まで下落する。しかし、450ﾎﾟｲﾝﾄ超下落して
いたﾀﾞｳが、銀行株の上昇や、国際ｴﾈﾙｷﾞｰ機関(IEA)が世界の原油相場の見通しが改善したとの見方を示したことからｴﾈ
ﾙｷﾞｰ関連株も買われる動きに、107.17まで戻す。午後はｶｼｭｶﾘ･ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽ連銀総裁が「実際の失業率は24～25％の可能
性」「議会はもっと米労働者の支援をすべき」との発言が伝わりやや下押しする。終盤に掛けては、再びﾄﾞﾙ買いが強まり
107.37まで戻し107.23ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは前述のﾄﾗﾝﾌﾟ大統領のﾄﾞﾙに対する発言を受け、1.0775まで下
落し、1.0790ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方はﾄﾞﾙが一旦売り戻されたことから1.0816まで戻すものの、ﾄﾞﾙ売りが一巡すると再びﾄﾞ
ﾙが買い戻される展開に1.0775まで反落する。終盤に掛けては再びﾄﾞﾙが売り戻されたことから1.0805ﾚﾍﾞﾙまで戻しｸﾛｰｽﾞ
した。(NY井上)
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東京時間のﾄﾞﾙ円は106.92ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。午前中は豪州の雇用が大幅悪化したことを背景にｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙに対して円買い
が強まり、ﾄﾞﾙ円相場も107円を下回る水準を推移。106.90付近を揉み合い推移後、結局106.85ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡っ
た。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は106.85ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､新規材料に欠ける中､狭いﾚﾝｼﾞで横ばい｡その後､米大統領ﾄﾗﾝﾌﾟ氏は｢現時
点で強いﾄﾞﾙを持つのは良いこと｣とする発言が伝わるとﾄﾞﾙ買が優勢となり､円や主要通貨に対して上昇｡ﾄﾞﾙ円は107.10
円まで上値を伸ばし､107.07ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは1.2197ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､ﾎﾟﾝﾄﾞが売られた流れを引き継ぎ1.2182
まで下値を切り下げて1か月ぶりの安値圏に沈んだ｡その後は､英中銀行総裁ﾍﾞｲﾘｰ氏の記者会見で｢現時点ではﾏｲﾅｽ金
利の導入を検討していない｣との発言を受け、1.22台を戻したが､上述のﾄﾗﾝﾌﾟ氏発言が加わるとﾄﾞﾙ高になり､結局1.2198ﾚ
ﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 ﾏｸﾙﾋﾙ)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

5月14日 10:30 豪 雇用者数変化/失業率 4月 -594.3k/6.2% -575.0k/8.2%
15:00 独 CPI(前月比/前年比)・確報 4月 0.4%/0.9% 0.3%/0.8%
21:30 米 新規失業保険申請件数 9-May 2981k 2500k

Date Time Event 予想 前回
5月15日 11:00 中 鉱工業生産(前年比) 4月 1.5% -1.1%

11:00 中 小売売上高(前年比) 4月 -6.0% -15.8%
15:00 独 PPI(前月比/前年比) 4月 -0.6%/-1.8% -0.8%/-0.8%
17:00 独 GDP(前期比)・速報 1Q P -2.2% 0.0%

18:00 欧 GDP(前期比/前年比)・速報 1Q P -3.8%/-3.3% -3.8%/-3.3%
21:30 米 小売売上高(前月比)速報 4月 -12.0% -8.4%
21:30 米 NY連銀製造業景気指数 5月 -60 -78.2

新型コロナウイルスによる経済への打撃は大きく、特に財政的な余裕が先進国と比べて尐ない国にとってはネガティブな影

響が大きい。新興国の中でもその影響度はまちまちといった状況で、２月からの為替相場を見てみると南米通貨、資源国通

貨において下落が激しく、アジア地域の通貨は比較的下落幅は小さい。特にブラジルレアル、南アフリカランドにおいては史

上最安値を更新する下落が続いた。 ブラジルでは新型コロナウイルスの感染封じ込め策の見通しが立たず、消費者マインド

の落ち込みが著しい。政府も景気対策の拡充をすでに行っているものの、ブラジルは長年の労働党による政策で財政赤字

に苦しんできた事情があり、更なる財政支出が厳しい状況ということはボルソナロ大統領も述べている通りだ。そのため大統

領は社会隔離政策に賛成する保健相を解任し、経済再開を急いでいる。新型コロナウイルスへの対策を巡っては、保健相だ

けでなく、大統領と他の閣僚との軋轢も懸念されており、政治的リスクもやや高まっている。 南アフリカでは大手格付け会社

による南ア国債の格付けが投資不適格級への引き下げとなったことや緊急利下げを背景に南アフリカランドが下落した。南

アフリカ経済は脆弱で、慢性的な電力供給不足に悩み、失業率は30％近く、ブラジルと同様、国営電力会社エスコムの財政

支援などで巨額の財政赤字を抱えている。新型コロナウイルスの影響に対応するための経済対策は不可避と考えられる

が、財政赤字が拡大することで国債格付けの更なる低下、資金流出懸念につながる可能性もある。

両国は経済・財政の脆弱さからリスクオフ時には売られやすい通貨となっているが、一方で、ブラジル・南アフリカの最大輸

出相手国である中国においては他国に先駆けて経済再開の見通しも立ってきており、両通貨は引き続きボラティリティの高

い状況が継続しそうだ。 (高根)
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